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背景：産総研オープンラボ背景：産総研オープンラボ景 産景 産

• 産総研つくばで毎年秋頃に開催産総研つくばで毎年秋頃に開催
– 今年は10月31日（木）～11月1日（金）

– http://www.aist.go.jp/aist_j/openlab/2013/au0528.html
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動機：産総研オープンラボ東会場の運営動機：産総研オープンラボ東会場の運営動機 産 東 場 営動機 産 東 場 営

• 2010年に東会場の実行委員として参加2010年に東会場の実行委員として参加
– 人の流れ（＝動線）を想定して物の配置を検討した

– 開催中にその想定が合っていたかどうかを確認したいが、人手に余裕は
ないため タイミングが限定された主観的な評価になる恐れがあるないため、タイミングが限定された主観的な評価になる恐れがある

→映像として記録することで抜け漏れなく客観的に把握したい
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目的：人の流れの把握と分析目的：人の流れの把握と分析流流

産総研オ プ ボ東会場 人 流れを映像と• 産総研オープンラボ東会場の人の流れを映像とし
て記録するシステムの構築

– 映像として記録して知識を共有

– 限られた予算で実現できる簡易的な映像記録

• 記録した映像を用いた人の流れの分析

– 目視で確認

– 確認の労力を軽減する工夫
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構築システムの仕様検討構築システムの仕様検討構 検構 検

映像を目視で確認するための労力軽減• 映像を目視で確認するための労力軽減

– 産総研オープンラボは2日間で延べ16時間程度

– 早回し映像で確認

• 限られた予算で実現できる簡易的な映像記録

– USBカメラ・WebカメラとPCの組み合わせ

– 早回し映像を作成するために必要な量の画像取得

– 連続画像からの早回し映像作成

– MZ Platformを用いた専用ソフトウェアの作成専
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MZ PlatformとはMZ Platformとははは

• 産総研が開発したソフトウェア基盤 （読み方：エムズィープラットフォーム）
– 目的：中小製造業のIT化支援（自社用ソフトウェア構築＝エンドユーザ開発支援）
– 特徴：高度なスキルがなくても（≒ソースコードを書かずに）ソフトウェアを作成できる
– 動作環境：Windows＋Java 

布 究会登録制 無料 開発例– 配布は研究会登録制（無料）

コンポーネント

受注 程 品質管理受注・工程・品質管理

コンポーネントの
組み合わせ

日程・進捗管理
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専用コンポーネント追加による機能拡充専用コンポーネント追加による機能拡充専 機 拡充専 機 拡充

コンポ ネントの

コンポーネント

コンポーネントの
組み合わせJavaのソースコードを書いて

専用コンポーネント追加

特殊機能の
画面構成や標
準部品でできる
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ビルダー: 構築用ツール

特殊機能の
実装はこちら

準部品でできる
部分はこちら



映像・画像処理機能の追加映像・画像処理機能の追加映像 画像処 機能 追映像 画像処 機能 追

• 画像処理
– 解像度変更
– モザイク処理
– 二値化処理– 二値化処理
– 各種フィルタ処理
– エッジ検出

像 算– 画像演算処理

• 映像処理
USBカメラからの映像取得– USBカメラからの映像取得

– PC画面からの映像取得
– 映像データの記録
– 記録した映像の再生
– 映像からの画像取得
– 連続画像からの映像作成

作成した専用ソフトウェアの画面

連続画像からの映像作成
– 映像に対する画像処理
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作成した映像記録システムの概要作成した映像記録システムの概要

６０倍速カメラ

結合
専用ソフトウェア

画像

６０倍速
映像→
１時間
が１分

MZ Platform

カメラ

１秒１枚

• 1秒に1枚の画像を取得して60倍速の映像に

分

– 1枚を1フレームとして60FPSの映像作成

– 1時間が1分に短縮
（ れ以上の短縮は事象を見逃す恐れがある）（これ以上の短縮は事象を見逃す恐れがある）

• 解像度は320×240に固定

– 倫理面の配慮から（後述）

– カメラの制限で画像取得時に指定できない場合は映像作
成時に解像度変換
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画像取得方式画像取得方式

• カメラに応じた取得方式
• 1秒に1枚の画像を記録することは共通

専用ソフトウ ア

USBカメラ
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画像MZ Platform
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画像

Webカメラ（２）
カメラ付属
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Webサーバ （PC上）サ
（カメラ内蔵）1秒1枚
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機器配置全体図（2011年）機器配置全体図（2011年）機機
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機器配置全体図（2012年）機器配置全体図（2012年）
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システムの運用についてシステムの運用について

• 事前準備と動作確認事前準備と動作確認
– PCの一定時間経過後の自動スリープ移行機能解除

– 画像データ保存用のディスク容量の確認

• 1カメラ1日につき60秒×60分×8時間＝28800枚程度
→320×240のJPEG形式で全部で1GB程度

Webカメラを複数使用した場合の通信遅延の有無の確認– Webカメラを複数使用した場合の通信遅延の有無の確認

• 倫理面への配慮
– カメラ設置とその目的の周知カメラ設置とその目的の周知

– 低解像度での画像取得（320×240固定）

– 画像・映像公開時はモザイク処理等を施す

• 当日の確認作業が重要
– 2012年の初日にノートPC1台を電源接続せずに開始

途中 も確認しなか たためデ タが大幅に欠落→途中でも確認しなかったためデータが大幅に欠落
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カメラ設置とその目的の周知カメラ設置とその目的の周知
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会場の様子と人数推移（2011年）会場の様子と人数推移（2011年）
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会場の様子と人数推移（2012年）会場の様子と人数推移（2012年）
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運営の改善例運営の改善例営 改善営 改善

講演中継を廃止して休憩室を充実させた• 講演中継を廃止して休憩室を充実させた

• ロビーでの混雑状況から、シャトルバスの時刻表の調
整を依頼
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ラボ見学出発時 シャトルバス到着時 見学出発とバス到着が同時



まとめまとめ

産総研オ プ ボ東会場 人 流れを映像と• 産総研オープンラボ東会場の人の流れを映像として
記録するシステムの構築

– 映像として記録して知識を共有

– USBカメラ・WebカメラとPCの組み合わせ

– MZ Platformを用いた専用ソフトウェアの作成

• 記録した映像を用いた人の流れの分析と運営改善

– 目視で確認するために1時間が1分の早回し映像作成

– 混雑状況を事実として記録し、運営を改善できることを確認
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